
Sketch Engine 100 Qs

初級 Q1 ~Q31

中級 Q32~Q88

上級 Q 89~Q100



初級編
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Q1. Word SketchのUser Guideを概観して
概要を把握しなさい。
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Q1. Word SketchのUser Guideを概観して概要を把握しなさい。

①

②

③

4



Q2. Word Sketch: BNC利用
Basicにて"think"を検索した後、Change 
view options を開いてfrequencies, 
cllocation examples, scoresを表示しなさ
い。
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Q2. Basicにて"think"を検索した後、Change view options を開い
てfrequencies, cllocation examples, scoresを表示しなさい。

Show scoreとは?

The typicality score (LogDice) indicates how strong the 
collocation is. The higher the score, the stronger the 
collocation. A low score means that the words in the 
collocation also frequently combine with many other words.

共起関係性の強さを示した数値です。数値が高いほど共起関係

性が強く、数値が低いほど他の語とも共起することを示していま

す。
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https://www.sketchengine.eu/documentation/statistics-used-in-sketch-engine/


Q3. Word Sketch: BNC利用
Change view optionsを開き “Sort results 
by” の選択を変更することで検索結果の表示
が変わることを確認しなさい。
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Q3. Change view optionsを開き “Sort results by” の選択を変更
することで検索結果の表示が変わることを確認しなさい。
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Q4. Word Sketch: BNC利用
Advancedにて "research"と入力しPart of 
speechをnoun、Text typesをWrittenと指定
し、”research”後に最も高頻度に使われる前
置詞を確認しなさい。
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Q4. Advancedにて "research"と入力しPart of speechをnoun、text typeをWrittenと指
定し、researchに続く最も高頻度に使われる前置詞を確認しなさい。

GO
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Q5. Word Sketch: BNC利用
Advancedにて "research" と入力しPart of 
speechをverb、Text typesをSpokenと指定
し、”research”後に最も高頻度に使われる前
置詞を確認しなさい。
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Q5. Advancedにて "research" と入力しPart of speechをverb、Text typesをSpokenと
指定し、researchに続く最も高頻度に使われる前置詞を確認しなさい。

GO
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Q6. Word Sketch: BNC利用
Basicにて "sign" を検索後、Part of speech
をverbに変更し、sign の目的語として最もよく
共起して使われる名詞を確認しなさい。
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Q6. Basicにて "sign" を検索後、Part of speechをverbに変更し、"sign"の目的語として
最もよく共起して使われる名詞を確認しなさい。
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Q7. Word Sketch: BNC利用
Basicにて "sign" を検索後、Part of speech
をnounに変更し、"sign" を最も強い共起関
係を持って目的語として取る動詞を確認しなさ
い。
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Q7. Basicにて "sign" を検索後、Part of speechをnounに変更し、"sign" を最も強い共
起関係を持って目的語として取る動詞を確認しなさい。
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Q8. Word Sketch Differenceの機能の概要を確
認しなさい。
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Q8. Word Sketch Differenceの機能の概要を確認しなさい。
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Q9. Word Sketch Difference: BNC利用　
First lemmaに"fat"、Second lemmaに"fatty"を入力した
後、「nouns and verbs modified by "fat/fatty"」の検索
結果を確認しなさい。
Show visualisation をクリックして「fat」と「fatty」とそれぞ
れ共起する語の特徴を見出しなさい。
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Q9. Word Sketch Difference: BNC利用　



Q10. Word Sketch Difference: BNC利用  
Sketch Difference機能を使って"interesting" と 
"interested"の使用傾向の違いを確認しなさい。
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Q11. Word Sketch Difference: BNC利用 
Sketch Difference機能を使って "random" と "arbitrary"
の使用傾向の違いを確認しなさい。
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Q12. Word Sketch Difference: BNC利用 
Sketch Difference機能を使って"convincing" と 
"persuasive"の類似点と相違点を見出しなさい。
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Q.13 ThesaurusのUser Guide
を概観して概要を把握しなさい。
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②

①

③

Q13. ThesaurusのUser Guideを概観して概要を把握しなさい。
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Q14. Thesaurusでbigを検索し、
どのような単語があらわれるか確
認しなさい。
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Q14. Thesaurusでbigを検索し、どのような単語があらわれるか確認しなさい。

Sketch EngineのThesaurus機能では、Similarityスコアに基づい

て語を抽出しています。

これは共起する語が検索語と似ている語を評価します。つまり検索

語と似たような環境で使われる語を抽出することになります。語の

意味に基づいて語を抽出しているわけではないので、意味を考え

ると類語とは言えないものも抽出されます。bigを検索すると2位に

smallがくることからわかるように、対義語が抽出されることも多くあ

ります。

したがって、純粋にThesaurusというよりかは、似たような環境で使

われる語(共起語が似ている語)を抽出する機能であると考えた方

が実際的です。
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Q15. Concordanceで”provide”を、活用形も含めて抽出し
KWIC表示しなさい。
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ConcordanceのBASICタブで単語を打ち込めば、その単語を

レマ検索でき、活用形も含めたものを抽出することができま

す。

provideと打ち込めば、provideの活用形も含めて検索し、コン

コーダンス上でKWIC表示することができます。KWIC表示に

なっていない場合は、右上の青いタブでSentence表示と

KWIC表示を切り替えることができます。

ADVANCEDタブのQuery type: simpleでも同じように検索が

できます。

Q15. Concordanceで”provide”を、活用形も含めて抽出しKWIC表示しなさい。

検索結果
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Q16. Concordanceで名詞の”play”を、複数形も含めて検索
しなさい。
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BASICタブでは品詞を指定できないため、”play”を検索する

と、動詞のplayも名詞もplayも混ざって抽出されてしまいま

す。

品詞を指定した検索は、ADVANCEDタブのQuery type: 

lemmaで行うことができます。Query typeのlemmaを選択す

ると、品詞が選択できるので、nounを選択し、”play”と打ち込

んで検索します。

Q16. Concordanceで名詞の”play”を、複数形も含めて検索しなさい。
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Q17. Concordanceで“dis-”から始まる単語を検索しなさい。

32



ADVANCEDタブのsimple検索で、dis* と打ち込む

とdisから始まる単語を抽出することができます。

simple検索では*(アスタリスク)が使用でき、dis*と
検索すればdisから始まる全ての単語(活用形も含

む)が検索でき、*ingと検索すれば、ingで終わる全

ての単語を検索することができます。

Q17. Concordanceで“dis-”から始まる単語を検索しなさい。

検索結果
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Q18. BNCで、ofとimportanceの間にくる単語のうち、レマ化
した頻度で第5位を調べなさい。
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paramountが正解です。

ADVANCEDタブのsimple検索で下記検索画
面のように検索します。simple検索において、
*(アスタリスク)は前後にスペースを入れて打ち
込むと、任意の1語を意味します。

検索結果を頻度順リストにして表示するには、
右上のFREQUENCYを選びます。BASICタブで
KWICのLEMMAを選びます。WORD FORMS
だと表記形(活用形や大文字・小文字が別々に
カウントされる)、LEMMAだとレマ化して抽出さ
れるので多少結果が異なります。

Q18. BNCで、ofとimportanceの間にくる単語のうち、レマ化した頻度で第5位を調べなさい
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Q19 名詞のincreaseの１つ後ろにくる語と３つ後ろの来る語
の頻度を調べ、レマ単位でそれぞれ第1位は何か確かめな
さい。



inとnumberが正解です。increase in the numberという
フレーズが多いことが分かります。

lemma検索で品詞を指定してincreaseを検索しコンコー
ダンスを表示したらFREQUENCYを選びます。BASICタ
ブでFirst word to the rightの所から選べば、検索した
語の1つ右にくる語の頻度リストを表示できます。

BASICタブでは1つ右(もしくは左)しか選択できないの
で、2つ左や3つ右に来る語を指定したい場合は、
ADVANCEDタブを使用します。

3つ後ろに来る語のレマ化したリストを出すにはlemma
を選び、right contextの３をクリックし、GOをクリックしま
す。

Q19. 名詞のincreaseの１つ後ろにくる語と３つ後ろの来る語の頻度を調べ、レマ単位でそれぞれ第1位は
何か確かめなさい。



Q20. account forというフレーズを使った、学習者に提示す
べき例文をコンコーダンスを参考にして考えなさい。
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コンコーダンスの機能の一つに、Good dictionary 
expmplesというものがあります。

この機能を使うと、検索した表現を含む文を、一定の基準に
従って、例文として分かりやすいと思われる順に並べてくれ
ます。

この中から例文にふさわしいと思うものを選べば、効率よく
例文を作ることができます。

Q20. account forというフレーズを使った、学習者に提示すべき例文をコンコーダンスを参考にして考えなさい。
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Q21. 動詞の原形のprocessをコンコーダンスに表示しなさ
い。
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Query type: wordを選ぶと、打ち込んだ形のも
ののみが抽出されます。 processと検索すれば、
活用形は含まず、 playのみが抽出されますし、
processesと検索すれば、processesのみが抽出
されます。

Q21. 動詞の原形のprocessをコンコーダンスに表示しなさい。
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Q22. Concordanceで“spect”を含む語を検索しなさい。
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Query typeのcharacter検索では、入力した文字

列を含む語を検索できます。

spectと入力すれば、aspect, respect, prospect, 

spectatorなどが抽出されます。

Q22. Concordanceで“spect”を含む語を検索しなさい。
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Q23. Parallel Concordance:
パラレルコンコーダンスで、JEFLLを用い、makeを
検索しなさい
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Q23. パラレルコンコーダンスで、JEFLLを用い、makeを検索しなさい

東京外国語大学内でのアカウントあれば、JEFLL、NICER、
ICNALE Edited Essaysの3種の学習者コーパスにおいて、パ

ラレルコンコーダンスを利用できます。

学習者コーパスのパラレルコンコーダンスでは、学習者が産出

した英文とそれに対応する母語話者による添削文を同時に表

示することができます。

BASICタブで、左側に検索したい語を入力します。右側には何

も入力する必要はありません。

コンコーダンスでは、左側に学習者の文、右側にそれに対応す

る添削文が表示されます。
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Q24. Wordlist:
BNCで最もよく使われる単語を
確認しなさい。
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Wordlistの機能を使うと、簡単に語の頻度リストを出すことが

できます。

BASICタブで、何もせずそのままGOをクリックすると、コーパ

ス全体での語彙頻度リストを出すことができます。

最もよく使われる単語はtheであることが簡単に分かります。

Q24. Wordlist: BNCで最もよく使われる単語を確認しなさい。
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Q25. Wordlist:
BNCで副詞の頻度リストを出しな
さい。
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Wordlistの機能では、品詞を指定せず表記形(words)で抽出

したり、レマ単位(lemmas)で抽出したり、品詞を指定して抽出

したりすることができます。

副詞を指定するには、adverbを選択してリストを出します。

Q25. BNC全体で、副詞の頻度リストを出しなさい
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Q26. Wordlist:
BNCで最もよく使われる品詞を
確認しなさい。
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単語ではなく品詞単位で頻度リストを出す場合は、tagsを選び

ます。

すると右のようにタグの頻度表を出すことができます。NNは

単数形の名詞を表すタグであり、名詞が最も使われる品詞で

あることが分かります。

Q26. BNCで最もよく使われる品詞を確認しなさい。
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Q27. N-gram: BNC利用 
Basic検索で「4」を指定して、4語の羅列で最も使
われる表現が "I don't know"であることを確認しな
さい。
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Q27. N-gram: BNC利用 
Basic検索で4を指定して、4語の羅列で最も使われる表現が "I don't know"であることを確認
しなさい。
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Q28. N-gram: BNC利用
Advanced 検索で「4」を指定し、Attributeを
lemma、Additional criteria を all、A = aをチェッ
クし後、Subcorpus を Witten Academic に変更し
検索しなさい。
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Q28. N-gram: BNC利用
Advanced 検索で「4」を指定し、Attributeをlemma、Additional criteria を all、A = aをチェッ
クし後、Subcorpus を 「Witten Academic」 に変更し検索しなさい
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Q29. N-gram: BNC利用
Advanced 検索
length「3」
Attribute「word」
Additional criteria「starting with word」
‘take’と入力
A = a をチェックして検索後、
Attributeを「lemma」に変更すると結果が変化す
ることを確認しなさい。
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Q29. N-gram: BNC利用

word 検索 lemma 検索
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Q30. N-gram: BNC利用
n-gramの機能を利用してもっともよく使われる３語
の品詞連鎖を確認しなさい。
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Q30. n-gramの機能を利用してもっともよく使われる３語の品詞連鎖を確認しなさい。

Attributeをtagにすることでn-gram検索では品詞タグの連鎖を出すことができま

す。

結果を見るとIN DT NN (前置詞＋限定詞＋名詞単数)の連鎖が最も多いことが分か

ります。
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Q31. 特徴語抽出: JEFLL_ORIG
をBAWE(British Academic 
Written English Corpus) と比較
して最も特徴的な語がJPであるこ
とを確認しなさい。



Q31. 特徴語抽出: JEFLL_ORIGをBAWE(British Academic Written English 
Corpus) と比較して最も特徴的な語がJPであることを確認しなさい。
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左上のアイコンをクリックすると、対
象コーパスと参照コーパスを入れ
替えて検索することができる。
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中級編
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Q32. Word Sketch: BNC利用
Basicにて"difficult" を検索し、Show 
visualization 機能を用いてdifficultを修飾す
る語 (modifier)として最も高頻度に使われる
語を確認しなさい。

64



Q32. Basicにて"difficult" を検索し、Show visualization 機能を用いてdifficultを修飾す
る語 (modifier)として最も高頻度に使われる語を確認しなさい。
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Q33. Word Sketch: BNC利用
Basicにて"question"を検索し、"question"
と最も強く共起する修飾語が "difficult"であ
ることを確認しなさい。
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Q33. Basicにて"question"を検索し、"question"と最も強く共起する
修飾語が "difficult"であることを確認しなさい。
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Q34. Word Sketch: BNC利用
difficult + question をMultiword Sketch機
能を使ってWord Sketch検索し、"difficult 
question"を最も強い共起関係で目的語とし
て取る動詞は"pose"であることを確認しなさ
い。
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Q34. difficult + question をMultiword Sketch機能を使ってWord Sketch検索
し、"difficult question"を最も強い共起関係で目的語として取る動詞は"pose"であることを
確認しなさい。
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Q35. Word Sketch: BNC 利用
"seize control"は固定表現でしょ
うか？ "control"以外何が入るか
確認しなさい。

70



Q35. Word Sketch: BNC 利用
"seize control"は固定表現でしょうか？ "control"以外何が入るか確
認しなさい。
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Q36. Word Sketch: BNC 利用
"put down"の間に入る名詞を確
認しなさい。"put down"の後に続
く名詞も確認しなさい。
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Q36. Word Sketch: BNC 利用
"put down"の間に入る名詞を確認しなさい。"put down"の後に続く
名詞も確認しなさい。
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Q37. Word Sketch: BNC利用 
"naked"に続く名詞は全て身体の一
部を表す語でしょうか？身体を表す
単語以外何が使われるか確認しな
さい。
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Q37. "naked"に続く名詞は全て身体の一部を表す語でしょうか？身体
を表す単語以外何が使われるか確認しなさい。

75



Q38. Word Sketch:  
ドナルド・トランプと共起する形容詞
・名詞にはどんな物があるでしょう
か？
English Web 2020 (enTenTen20)
コーパスを使って確認しなさい。
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Q38. ドナルド・トランプと共起する形容詞・名詞にはどんな物があるで
しょうか？
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Q39. Word Sketch Difference: BNC利用 
"co-operate"と "collaborate"を検索し前置詞 (in, on, 
with, for, to, etc.)に続く語の変化を確認しなさい。
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Q39. 



Q40. Word Sketch Difference: BNC利用 
"art"と"arts"を使って単数名詞、複数名詞の使用傾向の
違いを確認しなさい。同様に “fruit” と “fruits” の使用傾
向も確認しなさい。
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Q40.



Q41. Word Sketch Difference: BNC利用 
Sketch Difference の Subcorpus機能を使って
動詞 "discover" が「fiction」と「science」でどのように使
われているか確認しなさい。
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Fictionには
Imaginative
を使用。

Science には
Informative
を使用。
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Q41.
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Q41.



Q42. Word Sketch Difference: INACLE_WE利用　日本
語話者の"make"の使用傾向を英語母語話者と比較しな
さい。



Word Sketch Differenceでは同一コーパス内の

サブコーパス間で比較することができます。

Q42. Word Sketch Difference: INACLE_WE利用　日本語話者の"make"の使用傾向を英
語母語話者と比較しなさい。



Q43. Word Sketch Difference: BNC利用 Sketch 
Difference機能を使ってkeep + O Cとleave + O CのCの
部分にくる形容詞の違いを確認することによって、keepと
leaveの違いを確認しなさい。
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確認してみると、 keepとleaveの意味の違いが共

起する語彙面から具体的に見えてきます。

leaveの後ろの補語にくる形容詞を見てみると、 un

から始まる形容詞など否定的な意味の言葉が多

いことが分かります。

Q43. Sketch Difference機能を使ってkeep + O Cとleave + O CのCの部分にくる形容詞の違
いを確認することによって、keepとleaveの違いを確認しなさい。
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Q44. コーパスの大きさがThesaurusの精度を大き
く左右することを確認するため "angry"を検索し、
English Web 2020 と BNC それぞれの検索結果
を比較しなさい。
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Q44. コーパスの大きさがThesaurusの精度を大きく左右することを確認するため "angry"を
検索し、English Web 2020 と BNCそれぞれの検索結果を比較しなさい

English Web 2020 

Corpus size: 38,149,437,411
BNC
Corpus size: 96,134,547
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Q45. 一般の類義語辞書に記載のない語でも
Sketch EngineのThesaurus機能が使えることを
確認するため English Web 2020 コーパスを使っ
て "contumacious"を検索し、検索結果を Show 
visualization 機能で視覚化しなさい。
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Q45. 一般の類義語辞書に記載のない語でもSketch EngineのThesaurus機能が使えること
を確認するためEnglish Web 2020 コーパスを使って "contumacious"を検索し、検索結果を 
Show visualization機能で視覚化しなさい。

可視化された検索結果を見ると contumacious に最
も近い類義語は stiff-necked であることが分かる。ま
た、類義度は下がるが使用頻度が高い語が prideful 
であることがバブルの大きさから分かり、バブルのサ
イズが大きくなるほどより認知しやすい語に変化する
ことを確認してください。

可視化された検索結果を
好みに合わせて調整する
ことが可能。

92



Q46. 名詞のdeclineの1つ前にくる形容詞の頻度リストをレ
マ単位で出し、1~5位までを確認しなさい。
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順番に、economic, sharp, rapid, steady, relativeが正解で
す。

レマ検索で品詞を指定して、コンコーダンスを表示したら、
FREQUENCYを選び、ADVANCEDタブでtagを選んだうえ
でleft contextの１をクリックします。

すると、declineの1つ左にくる品詞の頻度リストが表示され
ます。(DTは限定詞、JJは原級の形容詞を表しています。)

JJの右にあるボタンを選択し、Only thisをクリックすると、形
容詞+declineのパターンが抽出されたコンコーダンスが表
示されます。

※品詞タグについては
https://www.sketchengine.eu/english-treetagger-pipelin
e-2/

Q46. 名詞のdeclineの1つ前にくる形容詞の頻度リストをレマ単位で出し、 1~5位までを確認しなさい。
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Q47. 名詞のqualityの1つ前にくる形容詞(比較級・最上級を
含む)の頻度リストを表記形で出し、1位～10位までを確かめ
なさい。
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順番に、high, good, poor, better, top, highest, personal, 
higer, merchantable, bestが正解です。

前の問題では形容詞の中に比較級と最上級が入っていま
せんでした。そのため結果が少し変わっています。

前の問題と同じ要領で、品詞の頻度リストを出したら、JJだ
けでなくJJRとJJSにもチェックを入れコンコーダンスを表示し
ます（JJRは形容詞の比較級、JJSは形容詞の最上級）。あと
は先ほど同じ要領で頻度リストを表示しますが、その際
lemmaではなくwordを選びます。

CQLを使用して、もっと簡単に検索する方法がありますが、
CQLの使用の仕方は後の問題で扱います。

Q47. 名詞のqualityの1つ前にくる形容詞 (比較級・最上級を含む )の頻度リストを表記形で出し、 1位～10位までを確かめなさい。
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Q48. CQL検索を利用し、"determine"を活用
形も含めて検索しなさい。
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Q48. CQL検索を利用し、"determine"を活用形も含めて検索しなさい。

CQL検索を利用すれば、様々な検索が可能です。CQL以外の検
索方法でできる事は、全てCQL検索でもできます。CQL検索では
さらに複雑な検索が可能になるので、最終的にはこの検索方法を
使いこなせるようになるのがコンコーダンス検索の目標です。

CQL検索ではSkE上で定められた書き方の規則に従って検索式を
書きます。

[属性=”検索する値”] という書き方が基本になります。属性は
word, lemma, tagが基本になります。[ ]で囲ったものが1つの語に
相当します。

wordは表記形での検索、lemmaはレマ単位での検索ができま
す。tagでは品詞タグを指定します。

determineという単語を活用形を含めて検索する(=レマで検索)場
合は、属性はlemma、値determineになるので、
[lemma=”determine”] と書きます。[word=”determine”]と検索
すると、活用形は含まないもの(determineという表記形そのもの
に一致する語)が抽出されます。

記号類を少しでも間違えると検索できないので注意しましょう。
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Q49. CQL検索を利用し、レマ単位でuniversity
とcollegeを同時に抽出しなさい。
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Q49. CQL検索を利用し、レマ単位でuniversityとcollegeを同時に抽出しなさい。

CQLでは | (パイプ, vertical bar)という記号が、orの意味を持

ちます。

従って、

[lemma=”university|college”]

とCQLを書くと、universityまたはcollegeを抽出するという指

示になり、この2つの語を同時に検索することができます。
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Q50. CQL検索を使用し、be動詞とhaveを除
いた動詞の原形のみを抽出しなさい。



Q50. CQL検索を使用し、be動詞とhaveを除いた動詞の原形のみを抽出しなさい。

[tag=”VV”] というCQLを書きます。

品詞タグはhttps://www.sketchengine.eu/english-treetagger-pipeline-2/ 
で確認できます。

動詞を表すタグはVから始まります。VBはbe動詞、VHはhave、VVはそれ以

外の動詞を表します。VB, VH, VVだけだとそれぞれの原形(base form)を表

し、その後ろにさらにD, G, Nなどを続けると様々な活用形を指定できます。D
は過去形、Gはing形、Nは過去分詞形、Pは現在形(３単元を除く)、Zは３単

現を表します、

従って、例えばVBDはbe動詞の過去形(was, were)、VHNはhaveの過去分

詞形(had)、VVGは一般動詞のing形(taking, askingなど)を表すことになりま

す。

https://www.sketchengine.eu/english-treetagger-pipeline-2/


Q51. CQL検索を利用し、be動詞とhaveを除
いた動詞を、その活用形も含めて抽出しなさ
い。



Q51. CQL検索を利用し、be動詞とhaveを除いた動詞を、その活用形も含めて抽出し
なさい。

[tag=”VV.?”] というCQLを書きます。

CQLの””の中では正規表現を使うことができます。

「.](ドット)は任意の一文字を表します。「?」は直前の文字が0個か1個という意

味です。

従って、VV.? は VV の後に何も来ない、もしくは何か１文字くるということを示

します。つまりこの書き方で、VV, VVD, VVG, VVN, VVP, VVZを動詞に指定

できるので、be動詞とhave以外の全ての動詞の全ての活用形を同時に抽出

できます。

このように品詞タグに正規表現を使うことによって、うまく検索したい品詞とそ

の活用形を指定することができます。



Q52. CQL検索を利用し、普通名詞の単数形
と複数形を抽出しなさい。その際、固有名詞
を、所有格の名詞を除けるように工夫したCQL
を書きなさい。



Q52. CQL検索を利用し、普通名詞の単数形と複数形を抽出しなさい。その際、固有名
詞を、所有格の名詞を除けるように工夫したCQLを書きなさい。

[tag=”NNS?”] というCQLを書きます。

よく使うタグはCQL入力欄の右側になるTAGSの中から選んで、コピーするこ
とができます。

ここにnounのタグとして、N.* とありますが、これはNから始まるタグを全て含
むので固有名詞や所有格の名詞も含みます。

単数形の普通名詞のタグはNN, 複数形の普通名詞のタグはNNSなのでこの
二つのみを同時に指定するには上記のように書くことができます。正規表現
で「?」は一つ前の文字が0~1個という意味なので、Sがあってもなくてもよいと
いうことになり、NNとNNSを同時に指定することになります。

ちなみに、[tag=”NN|NNS”]と書いても同じことです。



Q53. CQL検索を利用し、単語を指定せず、動
詞＋名詞のパターンを抽出しなさい。
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Q53. CQL検索を利用し、単語を指定せず、動詞＋名詞のパターンを抽出しなさい。。

[tag=”品詞タグ”] という式で、品詞を指定した

検索ができます。

[tag=”V.*”]は全ての動詞を指定、[tag=”N.*”]は

全ての名詞を指定します。

[tag=”V.*”][tag=”N.*”]と続けて打ち込めば、動

詞＋名詞のパターンを抽出できます。

FREQUENCYでレマでKWICの頻度を確認す

ると、BNCではsee pageというフレーズが最も

多いことが確認できます。
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Q54. CQL検索を利用し、副詞のwayを抽出
し、右１語でアルファベット順にソートしなさい。
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Q54. CQL検索を利用し、副詞のwayを抽出し、右１語でアルファベット順にソートしなさい。

&を使えば、複数の条件を同時に指定できます。

[lemma=”way”]と検索すると、品詞に関係なく全

てのwayが抽出されるので、

[lemma=”way”&tag=”RB.?”]とすることで、副詞

のwayのみを抽出することができます。

ソート機能を使えば、指定した位置の語を基準

にして、アルファベット順にコンコーダンスライン

を並べ替えられます。

wayの右１語でソートすれば、どのような語が多

くwayの右に来るかわかりやすくなります。
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Q55. CQL検索で、動詞のcharge + 名詞の
パターンを抽出しなさい。
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Q55. CQL検索で、動詞のcharge+ 名詞のパターンを抽出しなさい。

&を使えば、複数の条件を同時に指定できます。

[lemma=”charge”]と検索すると、動詞chargeも

名詞chargeも抽出されるので、動詞のcauseを

指定する場合は、[lemma=”charge” & 
tag=”V.*”]　と検索します。

[lemma="charge"&tag="V.*"][tag="N.*"]

と検索すれば、動詞charge + 名詞のパターンを

抽出することができます。

FREQUENCYでレマ単位でKWICの頻度を確認

するとcharge particle, charge fee, charge 

interstというフレーズが多いことが分かります。
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Q56. CQL検索で名詞のsenseから始まる3単
語連鎖を検索しなさい。
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Q56. CQL検索で名詞のsenseから始まる3単語連鎖を検索しなさい。

[lemma="sense"&tag="N.*"][]{2}

というCQLを書きます。

[]の中に何も書かないと全ての語を指定することになります。[]の
後ろは{2}は直前のものが2回続くという意味になります。従って
[]{2}は「何でもいいので2語」という意味になります。

従って上記のCQLは「活用形を含む名詞のsenseの後ろに何か2
語が続く」という意味になり、名詞のsenseから始まる3語のフレー
ズ(3単語連鎖)を指定したことになります。

FREQUNCYでKWICの頻度をレマ単位で出すと、sense of the, 
sense of humour, sense in which, sense of aなどが上位に来て
おり、これらのフレーズがよく使われることが分かります。
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Q.57. CQL検索で名詞のcapacityから始まる
3~5単語連鎖を検索しなさい。
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Q57. CQL検索で名詞のcapacityから始まる3~5単語連鎖を検索しなさい。

[lemma="capacity"&tag="N.*"][]{2,4}

というCQLを書きます。

{2,4}は直前のものが2~4語続くという意味になります。従って、
[]{2,4}は「何でもいいから2~4単語」という意味になります。

従って一番上のCQLは「活用形を含む名詞のcapacityの後ろに
何か2~4語続く」という意味になり、名詞のcapacityから始まる
3~5語のフレーズ(3~5単語連鎖)を指定したことになります。

コンコーダンスを見ると分かりますが、これだと文を跨いだものま
で含まれています。
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Q58. 動詞のenjoyの目的語になる名詞の頻
度表を作成しなさい。
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Q58. 動動詞のenjoyの目的語になる名詞の頻度表を作成しなさい。

[lemma="enjoy"&tag="V.*"][tag="DT|J.*|[CNP].*Z"]{0,2}[tag=
"N.*"]

というCQLで検索します。[CNP].*Zは所有格を指定しています)

頻度表を作成するにはFREQUENCYの機能を使用します。活用形

もひとまとめにして出すためにattributeはlemmaを選択し、頻度を

出す語の場所をLAST KWIC WORDに設定します。

LAST KWIC WORDを指定すると、KWIC(検索した文字列)の中

の最後の単語を指定して、頻度表を出すことができます。今回は

CQLの中で[tag=”N.*”]が最後にあり、これが基本的にはenjoyの
目的語になる名詞なので、この指定の仕方で、enjoyの目的語にな

る頻度表を出すことができます。
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Q59. BNCを利用し、get passive(get + 過去
分詞)の使用頻度を話し言葉と書き言葉で比較
しなさい。
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Q59. BNCを利用し、get passive(get + 過去分詞)の使用頻度を書き言葉と話し言葉で比較しなさい。

まずは、get + 過去分詞を抽出するために、

[lemma="get"][tag="VVN"]

というCQLを書きます。(VVNは動詞の過去分詞形を表すタ

グです。)

書き言葉と話し言葉での頻度をそれぞれ出すためにはサブ

コーパス指定をします。

SkE上ではBNCのサブコーパスがプリセットで入っていま

す。SubcorpusのSpoken transcriptsを選択すれば、話し

言葉を指定して検索でき、Written textsを指定すれば書き

言葉を指定して検索します。

コンコーダンスの左上に、検索したQueryのヒット数と、100
万語あたりの頻度(per million tokens)が表示されていま

す。
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Q60. コンコーダンスで３文字から成る形容詞
を検索しなさい。
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Q60. コンコーダンスで３文字から成る形容詞を検索しなさい。

[word="..."&tag="JJ"]

というCQLを書きます。

LEMMA, PHRASE, WORD, CQL検索では正規表現

(regular expressions)を使用することができます。これに

よりさらに様々な検索を行うことができます。

正規表現では「.」(ドット)は任意の１文字を表します 。従っ

て「...」は、３文字の単語を指定することになります。

CQL検索では、 ” ”の中に正規表現を使用することができ

ます。上記の検索式の  word=”...” の部分は３文字の単語

を指定しています。従って上記の検索式は３文字の形容

詞を指定することになります。 (JJは形容詞のタグ )
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Q61. succeedとその派生形をまとめて検索し
なさい。(successful, success, successive, 
successionなど)
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Q61. succeedとその派生形をまとめて検索しなさい。(successful, success, successive, succession
など)

[word="succe.*"] とCQLを書きます。

正規表現では「*」(アスタリスク )は「直前の文字を０回以上

繰り返す」という意味です。

「.*」は字数を指定せずに全ての文字列を指定することに

なります。succe.*とすれば字数を指定せずに succeから

始まる全ての単語を検索することができ、 succeedの派生

語をまとめて抽出できます。 (ただしunsuccessfulなどは含

まれない。

他にも、例えば、dis.* とすれば、disから始まる全ての単

語を抽出できます。

124



Q62. 語尾が-tionもしくは-sionになる名詞を
その複数形もふくめて検索しなさい。
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Q62. -tionもしくは-sionで終わる名詞をその複数形も含めて検索しなさい。

[lemma=".*tion|.*sion"&tag="N.*"]　

とCQLを書きます。

.*tionとすれば、語尾が tionになる全ての単語を

指定できます。

複数形も含めるために、 lemmaで検索し、

tag=”N.*” で名詞を指定します。
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Q63. BNCで、multinationalという単語を含
む文の数と段落の数を調べなさい。



Q63. BNCで、multinationalという単語を含む文の数と段落の数を調べなさい。

<s/>containing[word="multinational"] というCQLと、

<p/>containing[word="multinational"] というCQLを書きます。

containingというCQLは「右側のものを含む」という意味です。１つめ

のCQLではmultinatinalという単語を含むセンテンス、2つめは

multinationalという単語を含むパラグラフを指定しています。



Q64. bigを含む形容詞が2~3個つく名詞句を
抽出しなさい。



Q64. bigを含む形容詞が2~3個つく名詞句を抽出しなさい。

[tag="J.*"]{2,3}[tag="N.*"]containing[lemma="big
"&tag="J.*"]

というCQLを書きます。

containingの前には、<s/>や<p/>といったstructure
を表すものだけでなく、CQLを書くことができます。

[tag="J.*"]{2,3}[tag="N.*"]の部分は、２～３つ形容詞

がつく名詞を示しており、これに

containing[lemma="big"&tag="J.*"]を続けること

で、bigを含む形容詞が２～３個つく名詞句を抽出する

ことができます。２つ以上形容詞が付く場合は、当該

の形容詞が何番目につくか分からないので、このよう

に検索することで、もれなく検索したい形容詞を含ん

だ名詞句を抽出することができます。



Q65. 文頭にimagineが来る文を抽出しなさ
い。



Q65. 文頭にimagineが来る文を抽出しなさい。

<s>[lemma="imagine"]

というCQLを書きます。

<s>はセンテンスを表す記号です。Sketch Engineに
挙げられているデータは<s></s>というタグで囲むこと

によってその範囲が一つのセンテンスであることを示

しています。

CQLの最初に<s>を置くことによって、文頭であること

を指定することができます。



Q66. Concordanceのコロケーションを機能を
使って、形容詞harshの１語後ろにくる名詞の
リストをTスコアでソートして出しなさい。



Q66. Concordanceのコロケーションを機能を使って、形容詞 harshの１語後ろにくる名詞のリストを Tスコアで
ソートして出しなさい。

Concordanceのコロケーション機能を使って、

コロケーションを調べることができます。

検索語の１語後ろに来る語を調べたい場合は

範囲を図のように、右の１に指定します。

コンコーダンスのコロケーション機能では、様々

な品詞が混ざってしまうので、 harshの1語右に

くる名詞を指定したい場合は、フィルター機能を

使って、harshの１語後ろに名詞がくるもののみ

を抽出したうえでコロケーション機能を使いま

す。

コロケーション機能では、単なる共起頻度だけ

ではなく、T-scoreやMIやLogDiceなどといった

共起強度を測定する統計指標を利用すること

ができます。T-scoreは高頻度語を評価しやす

い、MIは低頻度だが特定の語との結びつきが

強いコロケーションを評価しやすいなど、指標

ごとに特徴があります。



Q67. Concordanceのコロケーション機能を
使って、名詞のurgeの1語前にくる語をTスコ
アとMIでソートし、どのような語が上位に来る
か比べなさい。



Q67. Concordanceのコロケーション機能を使って、名詞のurgeの1語前にくる語をTスコアとMIで
ソートし、どのような語が上位に来るか比べなさい。

コンコーダンスのコロケーション機能では同時

に複数のコロケーション統計を選択することが

できます。

各指標の特徴をつかむためには、各指標でコ

ロケーションを抽出するとどのような語が上位

に現れるのかを実際に見てみることが重要で

す。



Q68. 動詞のdriveの右２～３語の位置に来る
形容詞の頻度を確かめなさい。



Q68. 動詞のdriveの右２～３語の位置に来る形容詞の頻度を確かめなさい。

FILTER機能を使えば、複雑なCQLを書かずとも、見た

い表現をうまく抽出することができます。

動詞のdriveの２～３語の位置にくる形容詞を調べた

い場合、Keep linesをcontainingにし、Query type: 
CQLにし、形容詞を指定するCQLを書きます。その後

に、下のRangeで２・３を選択肢します。

FILTERしたコンコーダンスでは、指定した部分が赤く

なって表示されます。そのあとでFREQUENCY機能を

使い、頻度を表示する位置を1. COLLOCATION 
(HIGHLIGHTED WORD)にします。

そうするとmadやcrazyが多いことが分かるはずです。



Q69. BNCを利用し、Academicテキストで
mightを含む文をランダムに100文抽出しなさ
い。



Q69. BNCを利用し、Academicテキストでmightを含む文をランダムに100文抽出しなさい。

BNCでAcademicテキストに限定して検索するには、

SubCorpusでWritten Academicを選択します。

ランダムに例を抽出する場合は、Get a random 
sampleを選択します。

すると右のような画面が出てくるので、抽出したいサ

ンプル数を入力します。



Q70. CQL: BNC 利用
"marriage"は"break up"する
か"break down"するか確認しなさ
い。



Q70. CQL: BNC 利用
"marriage"は"break up"するか"break down"するか確認しなさい。



Q71. JEFLL_ORIGを用いてCEFRレベルごと
に１センテンス当たりの平均語数を出しなさ
い。



Q71. JEFLL_ORIGを用いてCEFRレベルごとに１センテンス当たりの平均語数を出しなさい。

CEFRレベルごとにセンテンス当たりの語数を出すために

はCEFRレベル別のサブコーパスの語数と、サブコーパス

ごとのセンテンス数を調べる必要があります。

サブコーパスごとの語数はCorpus Infoで確認することが

できます。

サブコーパスごとのセンテンス数はコンコーダンスでサブ

コーパス指定をしたうえでCQL検索で<s>を検索します。

センテンスごとの<s>というタグがついているのでこの数を

調べることとでセンテンス数を調べることができます。

A1の語数は220,814, センテンス数は27,436なので、

220,814÷27,436≒8.05で、１センテンス当たりの平均語

数は約8.05となります。

同様に他のCEFRレベルも算出すると、CFERレベルが上

がるごとに１センテンス当たりの平均語数が増えることが

分かります。



Q72. BNC利用：
"recur"と"reoccur"のどちらがより
使われますか？



Q72. "recur"と"reoccur"のどちらがより使われますか？



Q73. BNCでV + O + not to doのパターンを
とる動詞を調べなさい。



Q73. BNCでV + O + not to doのパターンをとる動詞を調べなさい。

[tag="VV.?"][tag="DT"]?[tag="J.*"]?[tag="N.*|PP"
][lemma="not"][tag="TO"]

というCQLで検索します。

目的語の部分には普通の名詞がくる場合と代名詞が

くる場合を想定したCQLを書きましょう。

また普通の名詞が目的語にくる場合は、それに限定

詞が付いている可能性も考慮します。

tell, ask, warn, take, ask, adviseなどが多い事が分か

ります。

ただしtakeの場合、take care not to というフレーズが

ほとんどで、調べたい構文パターンとは違うことがコン

コーダンスを見ればわかります。



Q74. 後ろにby以外の前置詞が続く受動態表
現を抽出しなさい。



Q74. 後ろにby以外の前置詞が続く受動態表現を抽出しなさい。

[tag="VB.?"][tag="VVN"][tag="IN"&word!="by"]

というCQLで検索します。

一般的にby以外の前置詞を使う受動態というとbe 
surprised atなど感情を表すものに焦点を当てられが

ちですが、それ以外の表現でも多く使用されるものが

あることが分かります。



Q75. 文頭にOnly+副詞がくる文を検索し、ど
のような組み合わせが多いのか、またOnly+
副詞の後ろは実際に倒置されているのか確認
しなさい。



Q75. 文頭にOnly+副詞がくる文を検索し、どのような組み合わせが多いのか、またOnly+副詞の後
ろは実際に倒置されているのか確認しなさい。

<s>[lemma="only"][tag="RB"]

最初に<s>を書いておけば、文頭を指定できます。

Only thenやOnly onceなどが多く、後ろは倒置(疑問

文と同じ語順になる倒置)がなされていることが実例

からわかります。



Q76. Parallel Concordance:
パラレルコンコーダンスでJEFLL_ORIGを用いて
become toを検索し、添削文ではどのように訂正さ
れているか確認しなさい。



Q76. パラレルコンコーダンスでJEFLL_ORIGを用いてbecome toを検索し、添削文ではどのように訂
正されているか確認しなさい。

パラレルコンコーダンスのCQLで
[lemma=”become”][word=”to”]を検索します。

学習者が書いたbecome toを使った文と、添削

文を見比べてみると、単にbecomeでよいところ

をbecome to beとしているエラーなどが多いこと

が分かります。



Q77. Parallel Concordance:
パラレルコンコーダンスでJEFLL_ORIGを用い、
<jp>タグを検索し、学習者が英語で表現できな
かったものが、添削文ではどのように表現されてい
るか確認しなさい、



Q77. パラレルコンコーダンスでJEFLL_ORIGを用い、<jp>タグを検索し、学習者が英語で表現できなかっ
たものが、添削文ではどのように表現されているか確認しなさい、

パラレルコンコーダンスのCQLで

[]containing<jp/>

と入力します。

JEFLLでは学習者が英語で表現できないものは日本語で書くこと

が許されています。日本語で書かれた部分には<jp>のタグが付

与されています。

上記のCQLで検索すればパラレルコンコーダンス上で日本語で

表現されたものをKWIC表示ができます。FREQUENCY機能を使

えば、日本語で表現されたものを頻度順に表示することもできま

す。

日本語で多く表現されたものが何かを確かめ、それが添削文でど

のような英語で表現されているかを確かめれば、日本人学習者が

英語にしづらいと感じるものを、どのように英語にすればよいか学

習できます。



Q78. Wordlist:
BNCでconから始まる名詞の頻
度リストを出しなさい。



Wordlistでは、指定した文字列から始まる(または終わる、ま

たは含む)語を抽出して、頻度リストを作成することができま

す。

conから始まる名詞を指定するには、nounを選び、右側の

starting withを選びます。

すると文字を入力する欄が現われるので、そこにconと打ち込

みます。

Q78. BNCでconから始まる名詞の頻度リストを出しなさい。



Q79. Wordlist:
BNCで品詞を指定せずlemma単位で全ての
語の頻度リストをWrittenとSpokenで出し、
比較しなさい。



ADVANCEDタブでサブコーパスを指定をすることができま

す。

Spoken(話し言葉)に限定した、頻度リストを出す場合は、BNC

ではSpoken transcriptを、Written(書き言葉)に限定したい場

合は(Written text)を選びます。

Q79. BNCで品詞を指定せずlemma単位で全ての語の頻度リストをWrittenと
Spokenで出し、比較しなさい。



Q80. Wordlist:
BNCでconかcomから始まる形
容詞の頻度リストを出しなさい。



matching regexを選ぶと、正規表現に一致した語を抽出した

頻度リスト出すことができます。

co[nm].* と正規表現を使って書くと、conかcomから始まる語

を全て指定できます。

[ ]の記号は中の文字のどれか１つを指定します。[nm]だとnか

mのどちらかを表します。

. (ドット)の記号は任意の一語を意味します。* (アスタリスク)は

直前の文字を0回以上繰り返すという意味です。

Q80. BNCでconかcomから始まる形容詞の頻度リストを出しなさい。



Q81. Wordlist:
BNCでlessで終わる形容詞のリ
ストを出しなさい。



品詞をadjectivesに指定し、ending withを選び、lessを入力し

ます。

すると右のようにlessで終わる形容詞のリストを簡単に出すこ

とができます。

Q81. BNCでlessで終わる形容詞のリストを出しなさい。



Q82. Wordlist:
BNCでnaturalとその派生語
（語の中にnaturalを含む単語）
の頻度リストを出しなさい。



語の中に特定の文字列を含む語を抽出して、頻度をリストを

出すためには、containingを選び、文字列を指定します。

Q82. BNCでnaturalとその派生語（語の中にnaturalを含む単語）の頻度リストを出しなさい。



Q83. Wordlist:
BNCで、サブコーパスをWritten 
academicに指定し、最大頻度
200、最低頻度50に指定して、形
容詞のリストを出しなさい。



抽出する語の最大頻度と最低頻度を指定してワードリストを

抽出することができます。

Frequncy minを50にし、Frequnecy maxを200にします。

SubcorpusでWritten Academicにすれば、アカデミックテキス

トに絞って抽出することができます。

Q83. BNCで、サブコーパスをWritten academicに指定し、最大頻度200、最低頻度30
に指定して、形容詞のリストを出しなさい。



Q84. Starting with "What"にしてspoken striptと
academic writingで質問の使い方が大きく異なる
ことを確認する。



Q84. Starting with "What"にしてspoken striptとacademic writingで質問の使い方が大きく異な
ることを確認する。

サブコーパス間で比べれば、ある語の振る舞

い方のレジスター別の違いを具体的なフレーズ

から見てとることができます。



Q85. N-gram: BNC利用
ICNALEを使い、CEFRレベルA2とB2の学習者と母
語話者で、ofを含む4-gramをそれぞれ調べ、比較
しなさい。



Q85. ICNALEを使い、CEFRレベルA2とB2の学習者と母語話者で、ofを含む4-gramをそれぞれ調
べ、比較しなさい。

n-gram検索でも、Subcorpusを指定して検索をすることができます。

ICNALEはSketch Engine上で東京外国語大学内アカウントであれば、デフォルトで

サブコーパスが利用できます。

CEFRレベル別に検索するにはサブコーパス指定をして検索をします。母語話者は

「Country_NativeSpeaker」を選びます。

検索画面の左上のところでも、サブコーパスを簡単に切り替えられます。



Q86. 特徴語抽出: ICNALE_WEを選
択後、Subcorpusを利用して日本人
学習者と英語母語話者間の特徴語
を抽出しなさい。



母語話者が余り使わない
“demerit”が特徴的として
抽出されている。

Q86.



Q87. 特徴語抽出: ICNALE_WEを用
いて、topic_part-time jobと比較し
て、topic_smokingの特徴的な語彙
を抽出しなさい。



Q87. ICNALE_WEを用いて、topic_part-time jobと比較して、topic_smokingの特徴的な語彙を抽出しな
さい。

学習者コーパスでは、topicの制約により頻度が多い語が出てき

てしまいます。topicによってよく使われる語を抽出すれば、例え

ばそれを取り除いてtopicによる語彙的な影響を抑えた検索など

ができるようになります。

KeyWords検索を使えばtopicに特徴的な語彙を抽出することが

できます。



Q88. 特徴語抽出: ICNALE_SMを用
いて、ICNALE_WEと比較したときの
特徴的な語彙を抽出しなさい。



Q88. ICNALE_SMを用いて、ICNALE_WEと比較したときの特徴的な語彙を抽出しなさい。

ICNALEのSMとWEを比較すれば、学習者の書き言葉と話し言葉

で特徴的な語彙を抽出することができます。



上級編
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Q89. ICNALE_WEでmakeの目的語になる
名詞を、subcorpus指定でJapanとPakistan
でそれぞれ調べ、比較しなさい。
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Q89. ICNALE_WEでmakeの目的語になる名詞を、subcorpus指定でJapanとPakistan
でそれぞれ調べ、比較しなさい。

ICNALE_WE(Written Essays)では、学習者の国籍別にサブコー

パス指定をできるようにしてあります。

サブコーパス設定をして、日本人英語学習者とパキスタン人英語

学習者におけるmakeの使用みると、明らかな違いが見てとれま

す。
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Q90. Word Sketch:  
"symptom"と"include"の組み合わ
せを使ってCovid19の代表的な症
状をを確認しなさい。
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Q90. "symptom"と"include"の組み合わせを使ってCovid19の代表的
な症状をを確認しなさい
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Q91. Word Sketch:  
句動詞"carry out"と同じ意味を持
つ動詞はどのようなものがあります
か？"carry out"の目的語を用いて
確認しなさい。
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Q91. 句動詞"carry out"と同じ意味を持つ動詞はどのようなものがあり
ますか？"carry out"の目的語を用いて確認しなさい

最も共起スコアの高い “survey”を使う

“survey” をもう一度
WordSketchで検索
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Q92. CQL検索で動詞のserve + 名詞のパ
ターンを、名詞の前に限定詞や形容詞や所有
格が付く可能性も考慮して抽出しなさい。
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Q92. CQL検索で動詞のserve + 名詞のパターンを、名詞の前に限定詞や形容詞や所有格が付く
可能性も考慮して抽出しなさい。

[lemma="serve"&tag="V.*"][tag="N.*"]というCQLでは、一応動詞の

serve+その目的語を抽出できたことになりますが、serveの直後に名詞

が来ているパターンなので、目的語となる名詞に限定詞(the, a, some
など)や形容詞や所有格がついている可能性を無視しています。これで

はserveの目的語となる名詞を正確に抽出できたとは言えません。限定

詞や形容詞が場合も考慮するためには、

[lemma="serve"&tag="V.*"][tag="DT|J.*|[CNP].*Z"]?[tag="N.*"]

という検索式を書きます。(DTは限定詞、J.*は比較級・最上級を含む形

容詞、[CNP].*Zは所有格を指定しています)

?をつけると、その前の語があってもなくてもよいという意味になります。

従って上のCQLの[tag="DT|J.*|[CNP].*Z"]?の部分は、限定詞か形容

詞か所有格があってもなくてもよいということになります。

187



Q93. CQL検索でonから始まりbasisで終わる
4~6単語連鎖を、文をまたぐものを除いて検索
しなさい。
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Q93. CQL検索でonから始まりbasisで終わる4~6単語連鎖を、文をまたぐものを除いて検索しなさ
い。

[lemma="on"][]{2,4}[lemma="basis"]within<s/>

というCQLを書きます。

within<s/>をつけると、sentence内であることを指定でき、

文をまたいでしまうものを取り除くことができます。
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Q94. CQL検索で、動詞のcontain+ 名詞の
パターンを、名詞の前に複数個、限定詞や形
容詞や所有格などが付く可能性も考慮して抽
出しなさい。
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Q94. CQL検索で、動詞のcontain+ 名詞のパターンを、名詞の前に複数個、限定詞や形容詞や所
有格などが付く可能性も考慮して抽出しなさい。

[lemma="contain"&tag="V.*"][tag="DT|J.*|[CNP].*Z"]{
0,2}[tag="N.*"]

というCQLを書きます。

[tag="DT|J.*|[CNP].*Z"]{0,2}の部分は、「限定詞か形容詞

か所有格が0~2個」という意味になります。containの目的

語となる名詞の前に2つくらいまでであれば、限定詞や形容

詞がつくことは大いにあり得るので、この方がcontain+その

目的語のパターンの抽出としては妥当性がありそうです。

検索結果のConcordanceラインを見ればわかりますが、

しっかりとcontain＋その目的語のパターンを、目的語の前

に限定詞や形容詞が0個から2個ついているものを含めて抽

出できています。
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Q95. V +所有格 + way +前置詞or副詞のパ
ターン(いわゆるway構文)を検索し、頻度の高
い実現形を調べなさい。その際way構文では
ないものが極力含まれないように工夫して検
索しなさい。
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Q95. V +所有格 + way +前置詞or副詞のパターン(いわゆるway構文)を検索し、頻度の高い実現形を調
べなさい。その際way構文ではないものが極力含まれないように工夫して検索しなさい。

まずは、[tag="V.*"][tag=".*Z"][word="way"][tag="IN|RB"]というCQLを書いてみます。これで大

体は、抽出したいものが抽出できていますが、動詞の部分にbe動詞がくるものもそれなりの数があ

ります。しかし実際の文を見てみると分かるように、be動詞を使ったものはway構文ではありませ

ん。なのでbe動詞を除くという工夫が必要です。

そのために、[tag="V.*"&tag!="VB.?"][tag="[CNP].*Z"][word="way"][tag="IN|RB"] というCQL
を書きます。

[属性=”値”]というCQLの基本に!をつけ足して、[属性!=”値”] または [!属性=”値”]とすると、指定し

た値を除くという意味になります。従って上記のCQLの tag!=”VB.?” の部分はbe動詞を除くという

意味です（VB.?は活用形も含むbe動詞を指定するタグ）。

way構文は移動を表す構文であり、wayの後ろには場所や方向を表す前置詞や副詞が通常は来

ます。検索結果をみるとofが来ているものがありますが、これはway構文ではりません。なのでof
がくるものを取り除き、

[tag="V.*"&!tag="VB.?"][tag="[CNP].*Z"][word="way"][tag="IN|RB"&word!="of"] という

CQLを書くことでさらに正確に抽出することができます。

このように検索結果を見て、不必要であると思われるものを取り除いて検索することで、より正確な

検索ができるようになります。
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Q96. someone to talk toのように、不定詞の
中身が前置詞で終わるパターンを抽出しなさ
い。
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Q96. someone to talk toのように、不定詞の中身が前置詞で終わるパターンを抽出しなさい。

[tag="TO"][]{1,3}[tag="IN"][word=="."]

というCQLを書きます。不定詞の中身が前置詞で終わるパターンを厳密に抽出する

のは難しいですが、不定詞のtoの後に、数単語入り、文末に前置詞がくるというCQL
を書くことで便宜的に抽出することができます。

前置詞の後にピリオドがくるということを指示するCQLを書くことで、文末に前置詞が

くるパターンを指定できます。

上記の[word==”.”]はピリオドを表しています。今までと違い=が2つ続いていることに

注目してください。こうすることで””の中身が正規表現ではなく単なる文字列として処

理されます（正規表現のエスケープ)。「.」の記号は通常では任意の1文字を指定する

正規表現として処理されるので、正規表現としてではなく単なるピリオドとして処理し

たい場合はこのように=の記号を2つ重ねます。

通常の正規表現のエスケープ記号と同じようにバックスラッシュを使って、

[word=”\.”]ともできます。
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Q97. take ～ for grantedの表現で、～の部
分にくる名詞もしくは代名詞を調べなさい。
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Q97. take ～ for grantedの表現で、～の部分にくる名詞もしくは代名詞を調べなさい。

[tag="N.*|PP"]within[lemma="take"][]{1,3}[word="for"]
[word="granted"]

というCQLを書きます。within<s/>はセンテンス内であること

を指定するCQLでしたが、withinの後ろには自由にCQLを
書くことができます。

上記のCQLではtakeとfor grantedの間に何か1語～3語き

て、その部分に入ってくる名詞もしくは代名詞を指定していま

す。要するにtakeとfor grantedの間に入ってくる名詞か代名

詞を抽出していることになります。
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Q98. it is 形容詞 thatという形式主語構文で
使われる形容詞の頻度リストを出しなさい。そ
の際にbe動詞の時制や、助動詞が付く可能性
も考慮しなさい。
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Q98. it is 形容詞 thatという形式主語構文で使われる形容詞の頻度リストを出しなさい。その際にbe
動詞の時制や、助動詞が付く可能性も考慮しなさい。

[tag="J.*"]within[lemma="it"][tag="MD"]?[tag="VH.*"]?[tag=
"RB.?"]?[tag="VB.?"][tag="J.*"][tag="IN/that"]

というCQLで検索します。

withinの後ろの部分は、be動詞に助動詞がついたり現在完了形

になる可能性を考慮しています。そのため[tag=”MD”]? (助動詞が

あってもなくもよいという意味)や[tag=”VH.*”]? (haveとその変化形

があってもなくてもよいという意味) をつけています。また形容詞の

前に副詞(notを含む)が付く場合も考慮して[tag=”RB.?]?というCQL
をつけています。withinの後ろのこの構造で大体it is 形容詞 that
というパターンを時制等も考慮して抽出できます。

withinの前に[tag=”J.*”]を付けることでwithin内の[tag=”J.*”]の部

分にくるものを抽出することができます。
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Q99. ランダムサンプルとアノテーションの機能
を用いて、recentlyがどの時制でどの割合で
使われているか調べなさい。
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Q99. ランダムサンプルとアノテーションの機能を用いて、recentlyがどの時制でどの割合で使われ
ているか調べなさい。

recentlyという語がどの時制でどの割合で使われている

かは、すぐには 調 べられないのでランダムサンプルとアノ

テーション機能を使います。

まずrecentlyはコンコーダンスで検 索しランダムサンプル

の機能で例えば100文、recentlyを含む文を無作為に抽

出します。

次にアノテーションモードを選びます。recentlyは現在完

了か過去形のどちらかで使うと思われるので、ひとまず

MANAGE ANNOTATIONSのところから、past tenseと
present perfectの２つをLabelとして用意します。

次のコンコーダンスラインを一つ一つ見てrecentlyがpast 
tenseかpresent perfectかどちらで使われているか判断し

Labelを選択します。

こうすることでrecentlyを含む文全てを確かめることはでき

ませんが、無作為に抽出した100例からrecentlyがどれく

らいの割合でどの時制で用いられているかを推定すること

ができます。
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Q100. Parallel Concordance:
パラレルコンコーダンスで、ICNALE_EEを用い、学
習者が現在完了形を使うべきでないところで使っ
ているエラーを含む文を抽出しなさい。
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Q100. パラレルコンコーダンスで、ICNALE_EEを用い、学習者が現在完了形を使うべきでないところ
で使っているエラーを含む文を抽出しなさい。

パラレルコンコーダンスのADVANCED検索では、通常のコン

コーダンスと同じように、様々なQuery typeで検索することが

でき、CQLも使うことができます。

さらに対応する文に特定のQueryを含む(or含まない)を指定し

て、結果を絞ることができます。

まず、CQLで[word="have|has"][tag="VVN"]と現在完了形を

意味する式を書きます。

右側の部分でdoes not containを選び同様に、

[word="have|has"][tag="VVN"] という現在完了形を意味す

るCQLを書きます。

そうすると学習者の英文には現在完了があるが、その添削文

には現在完了がない文、つまり学習者が間違って現在完了を

使っている文を抽出することができます。
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